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Matlab の起動 

 「スタート」ボタンから「全てのプログラム」を選ぶ 
 「Matlab R*****」をクリック 

ここに命令を 
入力して実行 
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コマンドウィンドウ 



実験データの入力 

メモ帳などのテキスト編集ソフトを用いて実験データを入力 
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入力が完了すると以下のファイルができる 
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「plottools」という命令を入れて 
グラフを描く画面を表示する 
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メニュ「ファイル」を開き、「データのインポート」を選ぶ 
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①実験データ・ファイルのるフォルダを指定 

②インポートしたいファイルを指定 
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クリック 

クリック 
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「jikan1」というデータを 
インポートできる 

同様に「ondo1」を 
インポートできる 



グラフを描く時の注意 

 Matlab に様々なグラフの種類があるが実験データの図示には 
「Plot」が最もふさわしい。 
 
 図には必ずタイトルをつけること。 
 
 グラフの軸には必ず物理量と単位をつけること 
 
 「見せたい部分」が大きくなるように表示範囲を調整すること 
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実験結果1回目のグラフを描く 
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①コマンドウィンドウに 「plottools」 を入力して ENTER 

②「2次元座標」をクリックすると、2次元の座標が現れる 
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①「座標軸」 をクリック 

②「データの追加」をクリック 
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「プロット タイプ」を「plot」にする 

X軸のデータを「jikan1」にする Y軸のデータを「ondo1」にする 
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簡単なグラフができる 



グラフを描く時の注意 
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 Matlab に様々なグラフの種類があるが実験データの図示には 
「Plot」が最もふさわしい。 
 
 図には必ずタイトルをつけること。 
 
 グラフの軸には必ず物理量と単位をつけること 
 
 「見せたい部分」が大きくなるように表示範囲を調整すること 
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ここに図のタイトルを入れる   例:「図1 ヒーター加熱時の温度の変化」 

タイトルを付ける 
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タイトルをクリック 

タイトルの書式を設定 

タイトルの書式とサイズを設定 



グラフを描く時の注意 
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 Matlab に様々なグラフの種類があるが実験データの図示には 
「Plot」が最もふさわしい。 
 
 図には必ずタイトルをつけること。 
 
 グラフの軸には必ず物理量と単位をつけること 
 
 「見せたい部分」が大きくなるように表示範囲を調整すること 



X 軸のラベルを付ける 
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ここ↑をクリック 

X軸のラベルを入れる 
例:「時間 [s]」 



ラベルを入力 
例：「温度差 [K]」 

Y 軸のラベルを入力 
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ここをクリック 



グラフを描く時の注意 

 Excel に様々なグラフの種類があるが実験データの図示には 
「散布図」が最もふさわしい。 
 
 「折れ線」を選ばないように注意 
理由：「折れ線」は横軸が固定されてしまう 
 
 図には必ずタイトルをつけること。 
 
 グラフの軸には必ず物理量と単位をつけること 
 
 「見せたい部分」が大きくなるように表示範囲を調整すること 

21 



表示範囲の設定 

ここをクリック 

軸の表示範囲を設定 
例：0.2 ~ 0.9 にする 

軸の刻みの設定 
例：0.1 



軸の書式の設定 
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ここをクリック 

軸の書式とサイズを設定 



目盛線の追加 
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チェックを入れて 
目盛線を追加 
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グラフの書式の設定 

ここ↑をクリック 

線のスタイル、太さ、色を設定・ 
例：実線、太さ３、青 

マーカーの種類、大きさ、色を設定・ 
例：四角形、大きさ10、青 



26 

同様に実験2・3回目のグラフを描く 

「hold on」という命令を入れて 
複数の線を描けるように設定 



同様に実験2・3回目のグラフを描く 
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線が複数ある時は 
判例を入れる 
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凡例の追加 

ここをクリックして凡例を追加 

凡例の位置を適切に指定 
(凡例は線と重ならないようにする) 

書式とサイズを指定 
例：Times New Roman, 10 Pt 



グラフ完成 
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描いたグラフの保存 

メニュ「ファイル」を開き、「名前を付けて保存」を選ぶ 

①Matlabの「.fig」形で保存 
※目的：後で編集できるため 

②「.jpg」形で保存 
目的：レポートに貼るため 
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参考文献 

「はやかわりMATLAB」 「だれでもわかるMATLAB」 

※両方とも総合図書館在庫。検索はOPACで！ 


